
今、世の中で起こっていること
から何を学ぶか

現代日本の教育課題と学校図書館

「震災・津波・原発事故から何を考え、何を学ぶか」



2005年1月7日

カナダ・アルバータ州の高校で

 Sir Charles Tupper Secondary Schoolでは、
2004年12月26日に起きたインド洋津波に関す
る授業が行われていた。

 心的外傷を伴う出来事が起こった後の援助の方法

 災害時におけるTAO(Time, Affection, Optimism)

 インド洋津波に関するデブリーフィング

 デブリーフィングとは、被災者と救援者が、グループで
災害時の体験や感情を話し合う心理療法の一つ

『カナダ・アメリカに見る学校図書館を中核とする教育の展開』（全国学校図
書館協議会、2006）pp.50~53



アメリカのネット上で提供された

児童生徒向け3.11(震災・津波・原発)情報

 CNN Student News

 New York Times・Learning Network
 原子炉

 日本の地震関連地図

 日本の地震・津波による被災地図

 ABC News
 同じ場所のビフォー・アフターが見られる

 Scholastic News
 「自然が闘いを挑む」地震と津波に関する児童生徒向けリソース

 原子力エネルギー協議会(NEI)
 東日本大震災と福島第一原発に関するウェブページ

3月15日現在、アメリカの学校図書館ＭＬに寄せられた情報から

School Library Media & Network (LM_NET)



アメリカの高校生による災害支援プロジェクト

「折鶴を折って日本を支援しよう！」

http://studentsrebuild.org/japan/



東日本大震災に学ぶ授業

葛飾区立本田中学校（3月22日~24日）

 新聞記事を読みあって被災地が元気になれる
プランをつくる

2011年3月27日、朝日新聞朝刊

 http://www.asahi.com/edu/tokuho/TKY201103280142.html



東日本大震災に学ぶ授業

立命館宇治中学校（3月17日）

 チェーンメールやNPOホームページから
情報への向き合い方を
考える

2011年3月27日、朝日新聞朝刊

http://www.asahi.com/edu/tokuho/TKY201103280142.htm



東日本大震災に学ぶ授業

宮古島 伊良部中学校（3月23日）

「命を大切にする心を育てる活動」
自助、共助、公助

2011年3月24日、宮古新報

http://miyakoshinpo.com/news.cgi?no=3173&continue=on



ある都立高校の社会科の授業

 3.11をふりかえる

 わたしの気持ち

 これからの世の中

 世界からの応援メッセージ

開発教育協会のサイトより

http://dearshinsai.blogspot.com/2011/03/blog-post_4054.html


